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携
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携
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どう
なってるの？どう
なってるの？どう
なってるの？

あん質問な        どどええんんななっったた？？

朝
あさ

来
ご

市東
と

河
が

小学校の子どもたち（H19.1.25）

　現在、物産・教育交流がなされている兵庫県
朝来（あさご）市とさらなる提携を。

　相手方も合併して市となり、対応が心配だが
提携を投げかけたい。

市長／関係を深めたい 

提携に向け、事務レベルで調整中 
　壱岐市の意向を明らかにした上で、今年４月
中旬にご意向を伺う文書と関係書類を送付し
た。トップ会談をする前に、事務レベルで率直
な意見交換をしたいとの回答を頂き、今年６月
に訪問する予定。

質質　　問問
平成19年３月定例会

姉妹都市の提携を！ 

何を見ているのかな（渡良保育所）

　へき地保育所の職員は嘱託職員のみである。
正規職員の配置が必要では？

　補助金などの削減もあるが、職員の異動で配
置を考える。

市長／職員の配置を調整する 

今年４月の人事異動で実施 
　預かり保育を実施する柳田・志原保育所及び
へき地保育所の中で、最も児童数が多い渡良保
育所に、各１名正規職員を配置した。

質質　　問問
平成19年３月定例会

保育所職員の体制を充実せよ！ 

キクちゃん
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ああんん質質問問な      な    どえんなった？

田の上住宅（郷ノ浦町田中触）

　市営住宅の不足に対して、民間資源の活用を
含めた制度の実施を。売却可能な住宅は払い下
げてはどうか？

　民間資源の活用も含め、地域優良賃貸住宅制
度を研究中。教職員住宅は有効利用する。払い
下げも含め、検討する。

市長／現状を調査して実施したい 

県職員住宅等も県に要請 
　田の上住宅の払い下げを県にお願いし、Ｕ・
Ｉターン者の利用を優先に検討中。状況によっ
ては市営住宅として活用する考え。一戸建ての
単独住宅（平屋住宅）は地区の関係者も含めて
協議し、払い下げの方向で検討したい。

質質　　問問
平成19年３月定例会

市営住宅が足りない！ 

壱岐市中学校統廃合に関する懇話会（7月11日）

　平成 17年６月定例会で取り上げられたが、
進展が見られない。教育長直轄のチームで早期
に推進すべき。

　中学校統廃合に関する懇話会を立ち上げ、平
成 23年度から着手する計画。プロジェクトチ
ームを設置して進める。

教育長／早急に検討・実施する 

第1回懇話会を開催
　現在、学校統廃合について関係者を対象にア
ンケート調査・パブリックコメントを実施して
いる。平成 19年６月定例会で関係条例・予算
等が承認され、「壱岐市中学校統廃合に関する
懇話会」を設置した。

質質　　問問
平成19年３月定例会

見えてこない 学校統廃合

ミルちゃん
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高校生を即戦力に養成！
５０万円

（高校生を対象としたコールセンター基礎講座
委託）

どえんな補正があると？

６月補正予算 一般会計補正額 ２億５，２２１万４千円増
 特別会計補正額 ３，７２６万６千円増

児童手当が１万円に増額
３，２３５万円

子どもは壱岐の宝（いろり座のみなさん）

（児童手当･児童扶養手当給付事業）
第１子 第２子 第３子以降

現行（月額） 5,000円 5,000円 10,000円
改正後（月額） 10,000円 10,000円 10,000円

松永記念館の空調・展示パネル
 設置 １７５万円
（九州電力からの寄付金を活用）

「電力の鬼」と称せられた松永安左ェ門翁

猿岩の崩落を防げ！
１，７５９万円

（黒崎園地整備事業調査設計委託）

猿岩を護れ！

議会中継がホームページで
聞ける！ １０万円
（ホームページ用音声加工業務委託）

市議会ホームページの画面

堆肥センターの整備
１，８５０万円

（土地開発許可申請業務委託）　

ユウくん
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国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

Q
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
は
目
的
税
で
あ
る
の
で
、

専
決
処
分
で
は
な
く
遡そ

及き
ゅ
う

※

適
用
が
適
当
で
は
？

A平
成
十
八
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

Q
専
決
処
分
の
対
象
が
あ

ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
。
四
月

に
臨
時
議
会
を
開
い
て
議
決

を
得
る
べ
き
で
は
？

A平
成
十
八
年
度
三
島
航
路

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

Q
雑
入
の
百
五
十
七
万
円

は
プ
ロ
ペ
ラ
の
破
損
に
伴
う

保
険
金
と
い
う
説
明
だ
が
、

修
理
に
要
し
た
費
用
の
全
額

か
？
そ
れ
と
も
一
部
か
？

A平
成
十
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

Q
児
童
福
祉
費
三
千
二
百

三
十
五
万
円
増
の
内
容
は
？

AQ
芦
辺
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
事
業
特
別
会
計
の
繰
出
金

七
百
八
十
二
万
六
千
円
の
内

容
は
？

A

Q
開
発
許
可
申
請
手
数
料

五
十
万
円
は
ど
こ
へ
支
払
う

の
か
？

AQ
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置

予
定
場
所
と
規
模
は
？

AQ
和
牛
共
進
会
等
補
助
金

八
百
七
十
五
万
円
の
内
容

は
？AQ

道
路
改
良
工
事
費
八
千

万
円
の
旧
町
別
路
線
数
は
？

AQ
松
永
記
念
館
に
設
置
の

旧
西
鉄
の
電
車
は
再
塗
装
の

必
要
が
あ
る
の
で
は
？

AQ
公
営
住
宅
建
設
工
事
費

七
百
万
円
の
内
容
は
？

AQ 

小
学
校
費
の
校
舎
等
改

修
工
事
費
七
百
七
十
万
円
の

内
訳
は
？

A Q 

中
学
校
費
の
校
舎
等
改

修
工
事
費
千
六
百
八
十
万
円

の
内
訳
は
？

A 平
成
十
九
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

Q
設
計
監
理
委
託
料
の
千

五
十
六
万
円
の
増
額
の
理
由

と
内
容
は
？

A

松永記念館にある電車 壱岐市代表牛選考会（7月3日　家畜市場）

※
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
影
響
・
効

力
を
及
ぼ
す
こ
と
。

？

専
決
処
分（
せ
ん
け
つ
し
ょ
ぶ
ん
）

っ
て
な
ぁ
に
？

議
会
が
議
決
ま
た
は
決
定
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、市
長
が
議
会
に
代
わ

っ
て
処
分
す
る
こ
と
よ
。議
会
を
招
集
す
る
日
程
が
取
れ
な
い
と
き
に
行

う
も
の
と
、議
会
の
議
決
に
よ
り
予
め
指
定
し
た
も
の
と
が
あ
る
の
よ
。

議会用語
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近
藤　

団
一 

議
員

Q 

消
防
関
連

①
以
前
か
ら
憂
慮
し
て
い
た

が
、
車
両
進
入
困
難
な
家
屋

で
発
生
し
た
災
害
、
緊
急
の

場
合
の
施
策
に
つ
い
て
、
現

在
調
査
も
進
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
い
つ
頃
ま
で
に

終
わ
る
の
か
。

②
現
在
稼
働
し
て
い
る
緊
急

通
報
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
空
き
家
等
は
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
辺

り
を
整
備
す
べ
き
。

A 

長
田
市
長

A 

山
川
消
防
長

Q 
下
水
道
関
連

　

本
年
度
、
郷
ノ
浦
の
中
心

市
街
地
、
本
町
・
下
ル
町
・

亀
川
地
区
の
管か

ん

渠き
ょ

布
設
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
家
屋
・
商
店

も
多
く
、
水
道
管

の
口
径
も
大
き
い

た
め
、
漏
水
事
故

が
あ
れ
ば
被
害
も

甚
大
。
昼
前
に
突

然
断
水
、
復
旧
が

夕
方
ま
で
と
い
っ

た
こ
と
も
過
去
に

あ
っ
た
。
事
故
は

な
い
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
万
一
の
と
き
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
充
実
す
れ

ば
、
被
害
も
最
小
限
で
済
む
。

そ
の
辺
り
の
施
策
は
。

A 

長
田
市
長

一 般 質 問一 般 質 問

久
間　

初
子 

議
員

Q 

観
光
客
用
の
公
衆

ト
イ
レ
の
設
置
を

　

本
市
は
観
光
に
頼
っ
て
い

る
が
、
近
年
の
観
光
客
の
減

少
も
あ
り
、
い
か
に
し
て
壱

岐
市
を
訪
れ
て
頂
け
る
か
を

色
々
と
模
索
中
。
も
て
な
し

の
心
で
接
す
る
な
ら
ば
、
き

っ
と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
う
。

①
岳
の
辻
の
整
備
も
終
わ
り
、

三
ヶ
所
に
展
望
台
が
で
き
て

い
る
が
、
西
の
展
望
台
に
は

ト
イ
レ
が
な
い
。
駐
車
場
に

ト
イ
レ
が
あ
る
の
が
常
識
。

②
郷
ノ
浦
町
漁
協
の
競
り
市

場
付
近
に
は
観
光
客
用
の
ト

イ
レ
が
な
い
。
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
た
め
、
ト

イ
レ
が
必
要
。
た
だ
し
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
付
き
の
豪
華

な
ト
イ
レ
は
不
要
。

A 

長
田
市
長

Q 

商
店
街
の
活
性
化

　

商
店
街
の
中
で
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
降
ろ
し
て
い
る
店
が
目

立
つ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

A 

長
田
市
長

傍聴者数傍聴者数  {{  6月13日　約30人 6月13日　約30人
 6月14日　約20人 6月14日　約20人

トイレがあったらいいな！（岳の辻西側展望台）

消防緊急通信指令システム（消防署）
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市
山　

繁 

議
員

Q 

か
た
ば
る
病
院

の
今
後

　

か
た
ば
る
病
院
は
平
成
二

十
一
年
二
月
末
日
で
国
の
補

助
金
が
な
く
な
る
。
市
の
負

担
金
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

そ
の
後
五
年
間
の
運
営
と
利

用
計
画
を
各
関
係
機
関
で
早

急
に
検
討
す
べ
き
。

A 

長
田
市
長

Q 

特
養
ホ
ー
ム

①
老
朽
化
の
た
め
、
移
転
新

築
と
用
地
確
保
が
急
務
。

②
嘱
託
職
員
の
退
職
慰
労
金

は
市
の
要
綱
。
平
等
な
支
給

を
。

③
特
殊
業
務
は
年
齢
的
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
採
用
規
定
を
。

A 

長
田
市
長

Q 

芦
辺
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル

①
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
は

フ
ェ
リ
ー
と
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ

イ
ル
と
の
併
用
計
画
だ
っ
た
。

着
岸
予
定
と
状
況
は
。

②
自
動
販
売
機
・
公
衆
電

話
・
喫
煙
所
の
設
置
、
灰
皿

の
増
設
。

③
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
空

き
室
の
有
効
利
用
を
。

④
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
吹
き

抜
け
部
分
の
防
風
雨
対
策
と

外
部
の
屋
根
付
き
外
廊
の
設

置
計
画
を
。

A 
長
田
市
長

坂
本　

拓
史 

議
員

Q 

環
境
美
化
対
策

①
学
校
・
老
人
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
ゴ
ミ
・
空
き
缶

拾
い
を
自
主
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、一
向
に
ゴ
ミ
の
ポ

イ
捨
て
・
散
乱
が
後
を
絶
た

な
い
。
積
極
的
で
実
効
性
の

あ
る
対
策
が
必
要
で
は
。

②
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
※
の
全

国
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

③
自
動
販
売
機
に
は
回
収
容

器
の
設
置
義
務
が
条
例
化
さ

れ
て
い
る
が
、現
況
は
ほ
と
ん

ど
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
設

置
不
可
能
な
ら
、
撤
去
も
含

め
た
強
い
指
導
が
必
要
で
は
。

A 

長
田
市
長

A 

小
山
田
保
健
環
境
部
長

Q 

市
施
設
で
の

規
制
緩
和

 

指
定
管
理
者
が
管
理

運
営
す
る
マ
リ
ン
パ

ル
壱
岐
等
で
は
、
旧
町
時
代

か
ら
の
出
荷
規
則
に
よ
り
、

他
地
区
か
ら
の
参
入
が
で
き

な
い
。
歴
史
的
な
経
緯
は
あ

る
も
の
の
、
不
公
平
と
な
ら

ぬ
よ
う
一
定
の
規
制
の
も
と

に
、
参
入
緩
和
の
指
導
・
助

言
を
行
い
、
門
戸
を
広
げ
る

べ
き
。A 

長
田
市
長

※
預
か
り
金
（
デ
ポ
ジ
ッ
ト
）
を
販
売

時
に
前
も
っ
て
徴
収
し
、
使
用
済
み

製
品
を
特
定
の
場
所
に
返
却
し
た
場

合
に
、預
か
り
金
を
返
却
す
る
制
度
。

芦辺港にて芦辺港にて

海もココロもきれいに！（串山海水浴場）
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小
金
丸
益
明 

議
員

Q 

前
納
報
奨
金
制
度

の
全
廃
を

　

市
内
納
税
者
の
一
割
程
度

し
か
恩
恵
を
享
受
で
き
な
い

こ
の
制
度
は
、
も
は
や
富
裕

層
の
み
へ
の
優
遇
措
置
と
捉

え
る
べ
き
。
県
内
自
治
体
の

状
況
等
を
開
示
し
、
十
分
な

説
明
責
任
を
果
た
し
た
上
で

本
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す
べ

き
。A 

長
田
市
長

Q 

納
税
組
合
に
対
す
る
報
償

金
は
抜
本
的
な
見
直
し
を

　

納
税
組
織
の
意
義

は
認
め
る
が
、
個
人

情
報
保
護
法
等
の
制

限
も
あ
り
、
組
合
活

動
が
ほ
と
ん
ど
機
能

し
て
い
な
い
現
状
で
、

費
用
弁
償
と
し
て
交

付
す
る
の
は
本
来
の

目
的
に
反
し
て
い
る
。

し
か
し
自
治
組
織
に

対
す
る
活
動
原
資
と

の
認
識
で
あ
れ
ば
、

そ
の
交
付
金
が
な
い
組
織
に

も
応
分
の
傾
斜
配
分
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
軽
自

動
車
税
や
特
別
徴
収
に
係
る

市
民
税
も
積
算
基
準
の
対
象

と
す
べ
き
。

A 

長
田
市
長

納税表彰式（6月29日　壱岐文化ホール）

坂
口
健
好
志 

議
員

Q 

市
職
員
人
事
と

人
材
活
用

　

職
員
の
協
力
な
く
し
て
市

政
の
発
展
な
し
。
実
力
・
や

る
気
の
あ
る
人
を
積
極
的
に

登
用
し
、
諸
政
策
の
実
現
を
。

①
人
事
異
動
の
基
本
方
針
は
。

②
人
事
の
公
正
・
公
平
・
納

得
の
た
め
、
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
導
入
が
必
要
だ
が
、
い

つ
頃
か
。

③
職
務
怠
慢
に
よ
り
、
市
に

損
害
を
与
え
た
り
、
不
祥
事

を
起
こ
し
た
勤
務
成
績
不
良

職
員
は
責
任
を
明
確
に
し
、

勤
勉
手
当
カ
ッ
ト
等
の
厳
し

い
処
分
規
定
を
適
用
し
、
信

賞
必
罰
※
１

の
原
則
が
必
要

で
は
。

④
新
規
採
用
・
勤
務
成
績
不

良
職
員
の
研
修
は
。

⑤
職
員
の
採
用
は
学
力
偏
重

か
ら
人
格
を
考
慮
し
た
多
面

的
な
評
価
が
必
要
で
は
。

A 

長
田
市
長

Q 

長
田
市
政
三
年
間
の
実

績
と
今
後
の
取
り
組
み

①
壱
岐
市
の
基
本
的
な
課
題

が
ど
の
程
度
実
施
で
き
た
か
。

②
今
後
の
取
り
組
み
と
、
実

現
さ
せ
た
い
こ
と
は
。

A 

長
田
市
長

※
１ 

功
績
が
あ
れ
ば
必
ず
賞
を
与
え
、

罪
が
あ
れ
ば
必
ず
罰
す
る
こ
と
。
賞

罰
の
け
じ
め
を
厳
正
に
し
、
確
実
に

行
う
こ
と
。

※
２ 

つ
な
ぐ
こ
と
。
連
結
す
る
こ
と
。

熱く語る長田市長
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豊
坂　

敏
文 

議
員

Q 

公
共
施
設
の
整
備
に
よ
る

島
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

①
各
施
設
の
精
査
状
況
と
改

修
計
画
は
。

②
霞か

翠す
い

小
学
校
・
勝
本
中
学

校
の
放
送
設
備
、
勝
本
地
区

内
の
運
動
場
並
び
に
体
育
館

の
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、家
庭
科

室
・
更
衣
室
の
改
修
を
早
急
に
。

A 

須
藤
教
育
長

Q 
国
土
調
査
地
積
で

の
税
賦
課
方
策
は

　

ど
こ
で
決
議
さ
れ
た
の
か
。

合
併
協
議
会
で
は
議
題
に
上

が
ら
ず
、
議
事
録
も
な
い
が
。

決
裁
文
書
も
な
く
、異
議
あ
り
。

A 

長
田
市
長

Q 

税
等
徴
収
対
策

①
現
況
納
税
組
合
長
の
役
割
。

②
税
と
水
道
使
用
料
の
前
年

度
と
の
収
納
率
の
比
較
は
。

③
納
税
組
合
長
を
委
嘱
し
、

有
効
利
用
を
。

A 

山
本
市
民
部
長

A 
中
原
建
設
部
長

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
建
設

①
焼
却
施
設
お
よ
び
し
尿
処

理
の
施
設
規
模
を
コ
ン
パ
ク

ト
な
施
設
に
見
直
す
考
え
は

な
い
の
か
。

②
建
設
予
定
地
周
辺
住
民
と

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
※
１

は
得

ら
れ
て
い
る
か
。
現
況
認
識

を
伺
い
た
い
。

③
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

が
実
施
さ
れ
る
が
、
調
査
範

囲
、
内
容
、
そ
の
調
査
結
果

を
受
け
て
適
地
で
あ
る
と
判

断
す
る
基
準
お
よ
び
調
査
資

料
の
公
開
・
縦
覧
の
方
法
に

つ
い
て
。

A 

長
田
市
長

Q 

寄
贈
・
寄
託
の

取
り
扱
い

　

市
が
資

料
を
寄
贈
・

寄
託
※
２
を

受
け
る
場

合
、
収
蔵

す
る
資
料

の
収
集
に

関
す
る
要

綱
を
整
備

す
べ
き
で

は
な
い
か
。

特
に
美
術
品
・
陶
芸
品
・
絵

画
等
の
寄
贈
を
受
け
た
と
き

の
、市
と
し
て
の
受
入
態
勢
の

整
備
、
評
価
委
員
会
の
設
置

の
必
要
性
を
含
め
検
討
を
。

A 

須
藤
教
育
長

※
１ 

意
見
の
一
致
。
合
意
。

※
２ 

物
品
な
ど
を
他
人
に
預
け
、
そ
の

処
置
や
保
管
を
頼
む
こ
と
。

小金丸幾久氏からの寄贈品（郷土美術館）

勝本中学校放送設備勝本中学校放送設備
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町
田　

正
一 

議
員

Q 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

①
職
場
の
確
保
が
あ
れ
ば
、

島
外
に
出
て
い
る
若
い
人
も

帰
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
る
。

島
内
の
雇
用
状
況
の
厳
し
さ

を
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
㈱
レ
オ
パ
レ
ス
21
は
壱
岐

市
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
※

の
整

備
さ
え
で
き
れ
ば
、
今
後
も

雇
用
を
大
幅
に
拡
大
し
た
い

と
い
う
希
望
が
あ
る
が
、
ど

の
く
ら
い
の
経
費
が
か
か
る

の
か
。
ま
た
、
こ
う
い
う
と

き
こ
そ
国
・
県
の
補
助
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
見
込
み

は
。A 

長
田
市
長

Q 

職
員
の
能
力
給

の
導
入

　

現
状
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。
現
在
は
、
職
員
で

あ
れ
ば
仕
事
の
能
力
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
同
一
の
賃

金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

能
力
給
を
導
入
し
て
、
ボ
ー

ナ
ス
等
で
き
ち
ん
と
格
差
を

付
け
る
べ
き
。

A 

長
田
市
長

レオパレス21　壱岐コールセンター（旧みやま荘）

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

　

三
月
策
定
の
市
障
が
い
者

福
祉
計
画
等
の
推
進
こ
そ
が

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
。

①
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト

制
度
※
１

導
入
に
つ
い
て
平

成
十
八
年
九
月
の
一
般
質
問

後
の
進
捗
状
況
は
。

②
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
の

保
護
者
は
将
来
、
保
護
者
が

亡
く
な
っ
た
後
の
子
ど
も
の

こ
と
が
大
変
心
配
と
よ
く
耳

に
す
る
。
不
安
解
消
の
た
め

に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
※
２
、

ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
等
入
所
居
住

施
設
の
整
備
が
必
要
で
は
。

③
今
後
は
災
害
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
施
策
を
実
行
す
る
上

で
も
、
障
が
い
者
、
独
居
等

の
高
齢
者
の
個
別
状
況
を
把

握
し
、
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と

は
重
要
と
考
え
る
が
。

④
最
近
は
特
に
モ
ラ
ル
の
低

下
が
問
題
化
。
モ
ラ
ル
形
成

は
家
庭
の
み
な
ら
ず
幼
い
頃

か
ら
の
情
操
教
育
が
重
要
。

学
校
で
の
取
組
み
は
。

A 

長
田
市
長

A 

須
藤
教
育
長

※ 

情
報
通
信
の
高
速
化
、
大
容
量
化

が
可
能
な
電
話
回
線
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
な
ど
の
通
信
回
線
や
通
信
施

設
の
こ
と
。

※
１ 

身
障
者
用
駐
車
場
利
用
許
可
証
発

行
制
度
。

※
２ 

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
介
護

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
地
域
の
中
で
自

立
的
な
共
同
生
活
を
す
る
施
設
。

障がい者の体験学習（芦辺町つばさ）
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市
山　

和
幸 

議
員

Q 

市
民
の
意
識
改

革
の
必
要
性

　

本
年
度
末
に
着
工
予
定
の
、

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
・
市
立
一
支
国
博
物
館

（
仮
称
）
に
お
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
も
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
市
民
に
理
解
と

協
力
を
得
る
方
策
は
。

A 

長
田
市
長

A
須
藤
教
育
長

Q 

若
年
者
層
の
雇

用
対
策

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
は
、

若
年
者
層
に
対
す
る
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
思
い
切
っ
た
施

策
が
必
要
。
農
山
漁
村
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付

金
を
活
用
し
、島
内
地
場
産
品

の
加
工
施
設
建
設
の
検
討
を
。

A 

長
田
市
長

Q
投
票
時
間
の
短
縮

　

次
回
の
市
長
・
市
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
時
間
短
縮
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
協
議

が
な
さ
れ
、
今
後
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

A 

福
田
選
挙
管
理
委
員
長

中
村
出
征
雄 

議
員

Q 

老
人
ク
ラ
ブ
団
体

助
成
券
復
活
を

①
入
湯
助
成
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
会
員
間
で

不
公
平
が
生
じ
、
会
の
運
営

に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
研

修
に
対
し
入
湯
助
成
を
。

②
県
か
ら
の
バ
ス
代
等
の
助

成
は
二
年
に
一
回
で
あ
り
、

当
該
年
度
に
都
合
で
実
施
し

な
い
と
、
そ
れ
以
降
は
助
成

対
象
外
と
な
る
。
改
善
要
望

す
べ
き
。

A 
長
田
市
長

Q 

簡
易
水
道
事
業
の

管
理
運
営

①
公
営
企
業
法
に
準
じ
、
独

立
採
算
※
１
で
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
基
準
は
。

②
離
島
市
町
と
の
料
金
の
比

較
と
今
後
の
料
金
改
定
は
。

③
簡
水
の
有
収
率
※
２

は
六

二
・
五
三
％
で
、
三
分
の
一

以
上
が
漏
水
。
調
査
を
専
門

業
者
へ
委
託
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
漏
水
の
原
因
で
あ
る

管
路
の
基
幹
改
良
計
画
は
。

A 

長
田
市
長

A 

中
原
建
設
部
長

答弁する福田選管委員長（6月14日）

郷ノ浦町老人スポーツ大会（6月29日　大谷体育館）

※
１ 

公
営
企
業
で
、
そ
の
経
費
を
事

業
経
営
に
よ
る
収
入
で
賄
う
方
式
。

※
２ 

浄
水
場
で
作
ら
れ
た
水
量
に
対
す

る
、
使
用
さ
れ
た
水
量
の
割
合
。
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副
委
員
長　

久
間　

初
子

 

議
案
審
査
状
況 

　

六
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
一
件
、

計
画（
変
更
）の
策
定
二
件
、
陳
情
二
件（
う
ち

一
件
は
三
月
定
例
会
か
ら
の
継
続
）、
計
五
件

の
付
託
を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
」
の
内

容
は
、
中
学
校
統
廃
合
に
関
す
る
懇
話
会
を
立

ち
上
げ
、
十
六
名
の
委
員
を
選
任
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た「
住
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求
め
る
陳

情
」は
審
査
の
結
果
、「
国
の
政
策
に
係
わ
る
こ

と
で
あ
り
、
地
方
の
一
市
議
会
と
し
て
判
断
す

る
の
は
適
当
で
は
な
い
」と
い
う
こ
と
か
ら
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
関
す
る
陳
情
」
は

審
査
の
結
果
、「
地
域
の
実
情
を
勘
案
せ
ず
に

最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企

業
経
営
を
圧
迫
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ひ
い
て
は

雇
用
情
勢
に
及
ぼ
す
悪

影
響
も
憂
慮
さ
れ
る
」と

い
う
こ
と
か
ら
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員会レポート委員会レポート委員会レポート

委
員
長　

近
藤　

団
一

 

議
案
審
査
状
況 

　

今
回
の
補
正
予
算
の
国
民
健
康
保
険
・
介
護

保
険
の
二
つ
の
特
別
会
計
の
委
託
料
の
追
加
補

正
は
、
い
ず
れ
も
国
の
医
療
制
度
改
革
に
伴
う

電
算
シ
ス
テ
ム
変
更
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、

介
護
保
険
会
計
の
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴

う
変
更
委
託
料
の
合
計
が
二
千
七
百
三
十
万
円

に
対
し
、
補
助
金
合
計
は
国
か
ら
七
百
六
十
九

万
三
千
円
の
み
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
な
お
、

県
内
の
あ
る
市
で
は
、
今
回
の
改
正
に
よ
る
変

更
委
託
料
と
し
て
六
千
万
円
の
見
積
も
り
が
出

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
国
の

施
策
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
な
ぜ
市

町
村
が
こ
れ
ら
の
改
正
に
伴
う
負
担
の
一
部
ま

で
」と
い
う
意
見
は
強
く
出
ま
し
た
。
ま
た
、
長

崎
県
に
お
け
る
広
域
連
合
の
会
議
の
席
で
も
こ

う
い
う
意
見
は
出
て
い
る
が
、
国
の
財
政
状
況

か
ら
み
て
止
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
数
年
を
見
て
も
医
療
改
革
に
お
け
る
数

度
の
電
算
シ
ス
テ
ム
変
更
は
、市
町
村
財
政
を
一

層
厳
し
く
し
て
い
ま
す
。短
期
間
で
の
急
激
な
市

町
村
合
併
も
一
つ
の
要
因
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
状
態
は
ま
だ
続
く
と
思
わ
れ
、今
後

も
国
の
施
策
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

所
管
事
務
調
査
報
告 

　

本
委
員
会
は
、
六
月
十
五
日
に
病
院
事
業
の

医
師
公
舎
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調

査
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
前
々
か
ら
の
懸
案
で

あ
っ
た
市
民
病
院
医
師
公
舎
の
現
地
調
査
を
、

入
居
さ
れ
て
い
る
先
生
の
ご
協
力
も
頂
い
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
四
年
建
築
の
一
戸
建
て
の
分
に
つ

い
て
は
、
床
に
も
腐
食
の
部
分
が
あ
り
一
部
に

た
わ
み
も
見
ら
れ
、
廊
下
も
狭
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
建
設
の
一
階
二
階
共
用

の
ア
パ
ー
ト
形
式
の
分
に
つ
い
て
は
、
台
所
・

風
呂
・
便
所
が
狭
き
ょ
う

隘あ
い

で
あ
り
、
現
代
の
住
ま
い

と
し
て
適
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

双
方
と
も
、
招

し
ょ
う

聘へ
い

す
る
医
師
の
住
宅
と
し
て

は
問
題
が
多
い
。
建
築
後
二
、
三
十
年
経
過
し

て
お
り
耐
用
年
数
が
建
て
替
え
の
目
安
と
な
る

が
、
改
修
し
て
も
住
宅
環
境
は
改
善
さ
れ
な
い

の
で
、
早
急
な
新
築
移
転
の
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た「
総
務

省
地
方
公
営
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」

に
お
け
る
壱
岐
市
民
病
院
に
対
す
る
講
評
で
も
、

経
営
改
善
の
指
摘
の
中
で
、
古
く
な
っ
て
い
る

医
師
公
舎
を
拝
見

さ
れ
、
多
く
の
医

師
に
派
遣
を
お
願

い
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
古
い
医

師
公
舎
で
は
、
壱

岐
に
来
ら
れ
た
医

師
に
対
す
る
思
い

や
り
が
見
ら
れ
な

い
と
の
指
摘
が
あ

っ
て
い
ま
す
。

厚
生
常
任
委
員
会

医師公舎を視察（6月15日）
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委
員
長　

豊
坂　

敏
文

 

議
案
審
査
状
況 

　

審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

平
成
十
九
年
度 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

①
老
人
福
祉
費
の
委
託
料
の
補
正

は
、
国
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
改
正
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
で
あ
る
が
、
高
額

な
の
で
詳
細
な
積
算
検
証
を
す

る
体
制
整
備
を
図
る
べ
き
。

②
道
路
改
良
の
要
望
箇
所
の
中
で
、

現
在
、
測
量
が
終
了
し
て
い
る

が
、
数
年
来
着
工
し
て
い
な
い

路
線
が
あ
る
。
早
急
な
対
応
を

す
べ
き
。

③
小
・
中
学
校
の
施
設
等
の
改
修

を
す
る
中
で
、
昨
年
、
耐
震
化

優
先
度
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、

早
急
に
耐
震
診
断
調
査
を
行
い
、

対
処
す
べ
き
。

④
今
回
、
壱
岐
市
中
学
校
統
廃
合

懇
話
会
が
発
足
し
よ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
小
学
校
に
つ
い
て

も
協
議
す
べ
き
。

⑤
そ
の
他
、
畜
産
環
境
整
備
事
業

（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
）、
観
光
施
設

改
修
事
業（
猿
岩
）、
市
道
整
備

事
業（
市
単
独
事
業
十
七
路
線
）

等
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

赤
木　

英
機

 

議
案
審
査
状
況 

　

簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
・
芦
辺
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
事
業
の
三
つ
の
特
別
会
計
補
正

予
算
と
大
島
漁
港
に
あ
る
浮
き
桟
橋
の
取
り
付

け
部
分（
埋
立
地
）
の
確
認
に
つ
い
て
、
計
四

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
関
係
で
は
、
芦
辺
漁
港
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
造
成
の
際
、「
盛
土
圧
密
工
法
」

と
い
う
島
内
で
は
施
工
事
例
が
な
い
新
し
い
工

法
を
採
用
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、「
他
の
工

法
と
の
比
較
検
討
は
し
た
の
か
。
ま
た
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
建
設
後
に
地
盤
沈
下
す
る
可
能
性
は

な
い
か
。」等
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
法
に
つ
い
て
は
、「
他
の
工
法
と
の
比
較

検
討
を
し
、
経
費
的
・
施
工
的
に
も
優
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
こ
の
工
法
に
決
定
し
て
い

る
。」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

地
盤
沈
下
に
つ
い
て
は
、「
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ー

リ
ン
グ
を
し
、
支
持
反
力
等
の
検
討
後
、
工
事

に
着
手
し
て
お
り
、
工
事
施
工
中
も
沈
下
状
況

等
の
観
測
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
自

信
を
持
っ
て
や
っ
て
い
る
。
大
丈
夫
で
あ
る
。」

と
の
説
明
で
し
た
。

　

芦
辺
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
事
業
関
係
で
は
、

「
現
地
調
査
の
折
、
雨
漏
り
等
の
状
況
説
明
を

受
け
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。」と
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
雨
漏
り
の
件
は
、
既
に
防
止
工
事
を
実
施

済
み
で
あ
る
。
外
壁
の
ク
ラ
ッ
ク（
亀
裂
）
は

瑕か

疵し

担
保
※
で
補
修
を
実
施
し
た
。」と
の
こ
と

で
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
、
巨
費
を
投
じ
て
あ
れ

だ
け
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
建
設
し
て
い
る
の

で
、
諸
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
努
力
を
重
ね
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を

一
元
化
す
る
よ
う
に
、
執
行
部
に
要
請
を
し
ま

し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

※ 

工
事
な
ど
の
有
償
契
約
で
、
そ
の
目
的
物
に
通
常
の

注
意
で
は
発
見
で
き
な
い
欠
陥
が
あ
る
場
合
に
、
工

事
請
負
業
者
な
ど
が
負
う
べ
き
賠
償
責
任
。

壱岐市和牛共進会（7月3日）
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議会活性化特別委員会
調査中間報告書

　昨年12月の定例会において、議会運営委員長より議員定数条例について現行26名から22名
とする改正案の方向性が示された。議員定数に関しては、議会の根幹に触れる最も重要な事項で
あり、減少することは議会制民主主義と民意反映の上から、特に慎重を期すべきものであり、よ
り多くの意見を集約し、且つ慎重な審議が必要であると判断した。
　また、地方分権の時代を迎えた今日、議会はそのもてる権能を十分に駆使する責務を負うこと
から、その機能をより向上させ、効率的な議会運営に資するための方策を調査研究することが求
められる。
　よって、次期改選時における定数条例改正を大きな柱として、併せて下記の案件について調査、
協議を重ねるものとした。

 調査協議事項――――――――――――――――――――
①．常任委員会の任期について
②．会派制導入の適否について
③．一般質問の形態について（時間・質問回数制限の件）
４．定数条例の改正について
５．予算・決算特別委員会の委員選任について（構成人数の件）
６．議員報酬・費用弁償・政務調査費について（類似団体との比較検討）
７．政治倫理条例の制定について
８．長の附属機関（諮問機関）への議員就任の適否について
９．市民への議会報告並びに公聴会開催について
　尚、議会構成にかかる事項として、①、②、③の以上３件について先行して調査協議し、また、
その他の事項は、継続して調査協議するものとする。

 調査協議の結果（意見）―――――――――――――――――
❶常任委員会の任期について
　県下13市のうち当市を除く12市は、任期を２年もしくは１年としている。
　当市においても、任期を２年とし、全議員がより幅広く専門的知識を共有し、委員会に与えら
れた権限である調査権・審査権を行使し、多角的な行政監視が行えるとして、委員会構成を改編
する方向で決した。
　但し、任期中において条例を改正して議員の所属委員会を変更することは、「４年間この委員会
と決めて活動している議員」に対して、議員の権利を侵害することになる等とする慎重な意見も
あった。よって、再任を阻害しないよう再編成することが望ましいと判断する。
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❷会派制導入の適否について
　制度の導入については、議員個々の意見が見えにくく、結成会派の意思統一が容易でない等、
様々な弊害を危惧する意見が出された。一方では、県下10市が既に制度を採用し、議会運営を
していることから政策議論の活性化を図るとともに、議会という機関に与えられた権限をより効
率的に発揮できるとして、積極的に制度の導入をすべきとする意見が出された。賛否両論拮抗す
るなか、採決の結果、議会活性化を促すためにも導入するべきとの結論に達した。
　尚、導入に際しては、議会構成及び議会運営全般に大きく係わる事項であることから、早急に
諸制度の整備に向け取り組むよう要望するものである。

❸一般質問の形態について
　一般質問の形態について、現行の制限方式を検証した結果、質問者及び執行部双方に改善を促
し、現行のままとする意見もあったが、議会は言論の府であり、議員活動の基本は言論であると
いう建前と、「発言自由の原則」から答弁を含む質問時間を50分とし、質問回数については制限
をしないこととする旨決した。
　尚、質問者は常に質問の主旨を明確に示し、議論の空転は厳に慎むように心がけるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

長崎県内の市議会の状況　（議会活性化特別委員会資料より抜粋）

市議会名 常任委員会
の任期

会派制導入の
有・無

一　　般　　質　　問

制限時間及び内訳 回　数

壱　岐　市 ４年 無 ４０分 答弁も含む １問につき３回まで

長　崎　市 １年 有
９０分 代表質問

（答弁も含む）
時間内であれば制限なし

６０分 個人質問
（答弁も含む）

佐 世 保 市 ２年 有 会派人数
×１５分

会派割当時間
（質問時間のみ） １問１答方式は制限なし

諫　早　市 ２年 有 ３０分 質問時間のみ 時間内であれば制限なし

大　村　市 ２年 有 ６０分 答弁も含む 時間内であれば制限なし

島　原　市 ２年 有 ３０分 質問時間のみ 時間内であれば制限なし

平　戸　市 ２年 有 ７０分 答弁も含む 時間内であれば制限なし

松　浦　市 ２年 有 ７０分 答弁も含む １問につき３回まで

対　馬　市 ２年 有 ５０分 答弁も含む 時間内であれば制限なし

五　島　市 ２年 有 ３０分 質問時間のみ 時間内であれば制限なし

西　海　市 ２年 有 ６０分 答弁も含む 時間内であれば制限なし

雲　仙　市
（Ｈ17．10．11合併）

２年 無 ６０分 答弁も含む 時間内であれば制限なし

南 島 原 市
（Ｈ18．3．31合併）

２年 無 ６０分 答弁も含む 時間内であれば制限なし
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暴力は断固許さない!暴力は断固許さない!暴力は断固許さない!暴力は断固許さない!
壱岐市議会壱岐市議会

暴力行為根絶に関する決議
　伊藤一長前長崎市長が、市長選挙期間中の４月17日に、選挙事務所前で銃撃され、
死亡するという凶悪な事件が発生したことは、極めて遺憾であり、心底から怒りを禁
じ得ない。
　この許しがたい行為に対し強く抗議するとともに、亡くなられた伊藤一長前市長に
対し、心から哀悼の意を表するものである。
　このような暴力で目的を達成するという愚かで卑劣極まりない行為は、自由と民主
主義に対する重大な挑戦であり、断じて許すことはできない。
　壱岐市議会は、これまで一切の暴力行為に対し、社会正義の名において厳しく糾弾
し続けてきたところである。
　よって、我々は、今後とも全市民とともに、いかなる暴力行為も許さない社会環境
の醸成に努め、暴力のない平和な社会の実現と民主主義擁護のため、重大なる決意を
もって臨むものである。
　以上、決議する。

　　平成19年６月４日
壱岐市議会

可
決
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
み
な
さ
ま

か
ら
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
（
氏

名
・
連
絡
先
を
明
記
さ
れ
た
方
の
み
）

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

voice

voice

壱岐市議会委員会条例の一部改正

市民部 保健環境部 税務課

voice

議
員
定
数
に
つ
い
て

　

私
は
議
員
定
数
削
減
に
反
対
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
議
員
は
私
た
ち
市
民
が

疑
問
に
思
う
こ
と
を
詳
し
く
聞
く
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
相
談
や
意
見
・
要
望

を
聞
い
て
く
れ
て
、
市
民
の
力
に
な
っ

て
も
ら
え
る
存
在
だ
か
ら
で
す
。

　

私
は
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
壱
岐
に

な
る
よ
う
に
努
力
さ
れ
て
い
る
議
員
に

対
し
て
、
良
識
の
あ
る
人
で
あ
り
、
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
職
員
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う
な
気
持

ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
の
削
減
ば
か
り
が
最
近
よ
く

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
一

定
の
役
割
を
終
え
た
施
設
の
閉
鎖
等
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
削
減
の
方

が
先
だ
と
思
い
ま
す
。

　

六
十
二
人
は
多
す
ぎ
ま
し
た
が
、

二
十
六
人
が
多
す
ぎ
る
と
は
思
え
ま
せ

ん
。　

市
民
病
院
行
き
バ
ス
に
つ
い
て

　

市
民
病
院
行
き
バ
ス
の
件
で
行
政
相

談
に
行
っ
た
際
、
相
談
員
の
方
が
、
以

前
に
も
こ
の
件
で
一
般
質
問
を
さ
れ
た

こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
方
が

直
接
、
議
員
へ
相
談
に
行
か
れ
て
、
今

年
の
三
月
定
例
会
で
再
質
問
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

相
談
員
の
方
の
親
切
な
対
応
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。　

一
般
質
問
の
傍
聴
者
数
に
つ
い
て

　

一
般
質
問
を
ど
の
く
ら
い
の
人
が
傍

聴
さ
れ
て
い
る
か
、
議
会
だ
よ
り
に
掲

載
し
て
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
※

六
ペ
ー
ジ
上
段
余
白
に
記
載
し
て
い
ま

す
。）

石
田
町
女
性

※
ご
希
望
に
よ
り
、
お
名
前
の
掲
載
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

可
決

常任委員会 所管（改正前） 所管（改正後）

総 務 文 教

総務部、
消防本部、教育委員会、
会計課、選挙管理委員会、
監査委員

総務部、市民部税務課、
消防本部、教育委員会、
会計課、選挙管理委員会、
監査委員

厚 　 　 生
市民生活部、
公立病院、
かたばる病院

市民部（税務課を除く）、
壱岐市民病院、
かたばる病院

産 業 建 設
建設部、産業経済部、
農業委員会

建設部、産業経済部、
農業委員会
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こらあこらあ、、どえんなっちょると？どえんなっちょると？

費　　　　目 内　　　訳 金額（千円） 構成比（％）

議 会 費

報 　 　 酬 議員報酬（26人） 90,858 47.3

給 　 　 料 職員給与（５人） 22,739 11.8

諸 手 当
職員諸手当 12,428

22.4
議員期末手当 30,705

共 済 費
議員共済組合負担金 14,363

10.1
職員共済組合負担金 5,060

旅 　 　 費
議員旅費 5,156

3.4
職員旅費 1,304

交 際 費 議長交際費 400 0.2

需 用 費 印刷製本費・消耗品費等 3,587 1.9

役 務 費 郵便料・電話料等 420 0.2

委 託 料
会議録作成委託料

3,390 1.8
議場マイク点検委託料

使 用 料 及
び 貸 借 料

車・OA機器借上料等 290 0.2

負 担 金 補 助
及 び 交 付 金

全国市議会議長会負担金
九州市議会議長会負担金
県市議会議長会負担金
各種会議等負担金等

1,532 0.8

公 課 費 自動車重量税 51 0.0

合　　　　　計 192,283 100.0

平成１９年度　議会費当初予算額　１億９，２２８万円の内訳
構成比０．９％　（平成19年度 一般会計当初予算総額　２１９億１千万円）
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暑中見舞い等のあいさつ状 祭の寄付

議員活動に対するご理解とご協力のお願い

議員からのお中元、暑中見舞い、初盆参り等は
自粛させていただきます。

　公職にある者が、初盆参り等で御仏前やお供え物をすることは、公職選挙法の規定
により禁止されております。（ただし、親族は除きます。）

　また、下記事項につきましても、公職選挙法の規定により禁止されております。
　有権者が政治家に対して寄付を要求することも禁止されています。

◉お中元、お歳暮、花輪、祝儀、見舞い等の品物を贈ること（親族などを除く）

◉年賀状、欠礼 ( 喪中 ) 状、暑中・寒中見舞い状等のあいさつ状 ( 自筆の返答を除く )

や有料のあいさつ広告を出すこと

◉各種行事に金品を贈ること

　したがいまして、壱岐市議会議員一同、これらに関わる行為につきましては差し控
えさせていただきます。市民みなさまのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

壱岐市議会　議員一同
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この議会だよりは、古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。
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 おわびと訂正 
　前号（第 13 号）の記事の中で、次
のような誤り（下線部）がありました。
おわびして訂正いたします。

○４ページ
　特別会計の総額　
　　（誤）３５８．３億円
　→（正）１３９．２億円

○５ページ
汚水管布設・漁業集落排水施設整
備事業の総額

　　（誤）８億４，５３６万円万円
　→（正）８億４，５３６万円

○ 10ページ
　田原輝男議員一般質問本文中
　　（誤）炭疽病体策　
　→（正）炭疽病対策

施政方針・行政報告・一般質問の音声を聞くことができます！
　市議会ホームページ（http://www.city.iki.nagasaki.jp）

にて、市長の施政方針・行政報告および議員
の一般質問（平成19年３月議会分から）を音
声で聞くことができるようになりました。
　市長や議員の生の声を、みなさんも聞いて
みませんか？

請願・陳情等の取り扱いについて
　当市議会では、一般質問の通告書提出期限
（通常、定例会開会から３日後の正午）までに
受理した請願・陳情等について、今定例会に
て審査することとしています。それ以降に受理したものにつ
いては、次期定例会にて審査することになります。

第31回全国高等学校総合文化祭に長崎県代表として出場します！

楽しい夏の旅を！

壱岐商業高等学校壱州荒海太鼓部練習成果発表会（７月17日　壱岐西部開発総合センター）壱岐商業高等学校壱州荒海太鼓部練習成果発表会（７月17日　壱岐西部開発総合センター）




